
（
十
二
）
最
後
に
子
孫
や
国
民
に
言
い
遺
し
た
い
こ
と

人
は
皆
仲
良
く
で
き
る
。
あ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
何
よ
り

も
見
事
に
物
語
っ
て
い
る
。

万
物
の
霊
長
で
あ
る
人
間
に
で
き
な
い
こ
と
は
な
い
。

特
技
に
助
け
ら
れ
て
　 長野
県
　
牛
山
良
太
郎
　 

大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
九
月
一
日
、
長
野
県
上
伊
那
郡
伊

那
町
小
沢
区
に
生
ま
れ
る
。

昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
三
月
、
伊
那
町
立
伊
那
小
学
校
高

等
科
卒
業
。

同
年
四
月
、
御
子
柴
建
築
所
に
大
工
見
習
と
し
て
入
社
。

昭
和
十
年
、
見
習
期
間
終
了
。

同
年
、
徴
兵
検
査
の
結
果
丙
種
と
な
る
。
以
降
自
営
に
て
建

築
業
に
従
事
。

昭
和
十
五
年
、
戸
田
建
設
に
就
職
、
満
州
奉
天
（
瀋
陽
）
勤

務
と
な
る
。

昭
和
十
八
年
三
月
、
帰
郷
中
に
会
社
よ
り
現
地
召
集
の
通
知

が
あ
る
。
期
日
に
間
に
合
わ
な
い
た
め
、
松
本
五
十
連
隊
の
証

明
を
持
っ
て
二
十
日
余
り
遅
れ
平
陽
の
部
隊
に
入
隊
す
る
。

平
陽
の
部
隊
に
て
六
ヵ
月
の
教
育
を
受
け
る
。
教
育
終
了
と

同
時
に
黒
河
の
部
隊
に
転
属
と
な
り
、
国
境
警
備
の
任
に
つ

く
。昭
和
二
十
年
八
月
ソ
連
参
戦
、
奉
天
に
転
戦
と
な
り
終
戦
。

奉
天
に
お
い
て
現
地
召
集
者
は
職
場
に
帰
る
よ
う
伝
達
が
あ

り
、
会
社
に
行
く
。
す
ぐ
に
軍
人
は
全
員
集
合
の
命
令
。
北
陵

に
集
合
、
ソ
連
軍
監
視
の
下
で
武
装
解
除
を
受
け
る
。
そ
の
後

で
ソ
連
軍
の
命
令
で
勤
務
隊
と
い
う
作
業
班
が
組
織
さ
れ
る
。

仕
事
は
、
貨
車
の
内
部
を
改
造
し
、
木
材
で
二
階
を
造
り
板
を

張
っ
て
日
本
兵
輸
送
用
の
列
車
造
り
。
時
に
は
資
材
食
糧
等
の

貨
車
の
積
込
み
等
。

時
に
は
開
拓
団
の
方
々
で
あ
ろ
う
か
、
一
般
邦
人
の
乗
っ
て

行
く
列
車
も
あ
っ
た
。
十
二
月
に
な
り
日
本
兵
の
輸
送
も
ほ
ぼ

終
わ
っ
た
と
思
わ
れ
る
頃
、
我
々
も
列
車
に
乗
り
北
陵
を
出

発
。
い
よ
い
よ
帰
国
で
き
る
と
思
っ
て
い
た
が
、
満
州
里
を
過

ぎ
列
車
は
西
へ
西
へ
と
進
む
。
帰
国
の
夢
は
は
か
な
く
も
消
え



去
る
。
数
日
走
っ
て
バ
イ
カ
ル
湖
を
過
ぎ
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
に
程
近

い
ア
ン
ガ
ラ
河
畔
の
小
さ
な
駅
に
着
き
、
こ
こ
で
下
車
す
る
。

ホ
タ
ル
ビ
ー
ハ
と
い
う
農
村
の
近
く
の
幕
舎
の
収
容
所
に
千

人
位
が
収
容
さ
れ
る
。
一
基
の
幕
舎
に
一
個
小
隊
、
約
百
人
が

入
る
。
作
業
に
つ
い
て
は
、
木
材
の
伐
採
、
運
搬
、
貨
車
積
み
等
。

作
業
に
は
作
業
毎
に
ノ
ル
マ
が
課
せ
ら
れ
る
。
伐
採
は
二
人
引

き
の
大
き
な
鋸
と
斧
で
八
人
組
に
な
り
、
所
定
量
に
な
る
ま
で

切
る
。
運
搬
、
貨
車
積
み
に
お
い
て
も
同
じ
で
あ
る
、
貨
物
積

み
は
夜
中
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
腹
が
減
っ
て
は
戦
は
で
き
ぬ

と
言
う
け
れ
ど
、
小
さ
な
黒
パ
ン
か
、
少
し
ば
か
り
の
雑
穀
の

粥
。
朝
出
る
二
食
分
は
一
度
に
食
べ
て
も
足
り
な
い
。
昼
は
空

の
飯
盒
を
持
っ
て
作
業
に
行
き
、
水
筒
の
水
で
我
慢
す
る
よ
り

な
い
。
空
腹
に
加
え
て
零
下
四
〇
度
に
達
す
る
寒
さ
、
体
は
弱

り
切
っ
て
ノ
ル
マ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
こ
の
た
め
栄
養
失
調
で

祖
国
日
本
に
帰
る
夢
も
は
か
な
く
断
た
れ
、
厳
寒
の
シ
ベ
リ
ア

の
地
に
倒
れ
て
い
く
者
が
続
出
。
こ
ん
な
折
、
建
築
の
技
術
者

を
探
し
て
い
る
と
聞
き
、
早
速
申
し
出
て
建
築
の
作
業
に
回

る
。
建
築
の
仕
事
に
つ
い
て
は
自
信
が
あ
っ
た
。

仕
事
の
正
確
さ
、
速
さ
に
彼
ら
は
驚
く
ば
か
り
。
待
遇
も
変

わ
っ
た
。
特
技
は
身
を
助
け
る
と
言
う
が
、
こ
こ
で
自
分
の
技

術
が
役
に
立
つ
と
は
意
外
で
あ
っ
た
。

四
回
目
の
冬
が
近
づ
く
頃
、
待
ち
に
待
っ
た
帰
国
の
知
ら
せ

が
入
る
。
列
車
に
乗
り
収
容
所
を
離
れ
る
。
東
へ
向
か
い
数
日

間
、
待
望
の
ナ
ホ
ト
カ
に
着
く
。

す
ぐ
に
船
に
乗
る
と
思
っ
た
と
こ
ろ
、
ア
ク
チ
ー
ブ
と
呼
ば

れ
る
連
中
が
来
て
民
主
教
育
が
足
り
な
い
と
言
わ
れ
、
四
日
間

徹
底
的
に
し
ご
か
れ
て
よ
う
や
く
乗
船
許
可
が
出
る
。

ナ
ホ
ト
カ
を
出
て
翌
日
舞
鶴
港
に
入
港
、
昭
和
二
十
三
年
も

暮
に
近
い
頃
懐
か
し
の
我
が
家
に
帰
る
こ
と
が
で
き
た
。

昭
和
二
十
四
年
に
牛
山
製
材
建
築
所
を
設
立
、
現
在
に
至

る
。




